
CATIA V5 ＞＞＞＞NCSIMUL

CATIA > NCSIMULインターフェースを使用すること
で、数回のクリックで簡単にCATIAで作成した NCプ
ログラムをNCSIMULでシミュレーションすることがで

インターフェースインターフェースインターフェースインターフェース でででで スピードアップをスピードアップをスピードアップをスピードアップを目指目指目指目指すすすす！！！！

きます。
CATIA環境内から直接、NCSIMULを起動すること
ができ、全てのデータは即座に、NCSIMULに取り
込まれ、機械上に配置されます。

渡されるデータ :
• NC プログラム
• NC プログラム原点
• 切削/旋削工具情報
• 素材, クランプ,  パート（完成形状）

NCSIMULは、CATIAで作成した切削加工、ドリル加工、
旋削加工、複合加工、加工ロボット動作等を検証し、
エラーを検出します。

また、NCSIMULは多軸での同期加工の検証も行いま
す。

これらの作業により、今まで時間がかかっていた手動
による実機での検証作業を省くことができます。

更に最適化機能をお持ちであれば、より効率的で費
用対効果のあるツールパスを生成し、仕上げ面の改
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用対効果のあるツールパスを生成し、仕上げ面の改
良、および工具寿命の延長に貢献します。

CATIA とNCSIMUL は独立して動作するため、
NCSIMULでプログラムの検証と最適化を実行中に、
平行してCATIAでツールパスを作成することもできま
す。

また、NCSIMULのセッション機能により、CATIAでNC
プログラムを修正後、その修正部分からシミュレー
ションの再開が行えるため、さらなる時間短縮が期待
できます。
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